
 

別紙 

課題 

（更新需要の増⼤，組織体制の確保，料⾦収⼊の減少） 

・現⾏料⾦体系の維持 
・事業量に応じた組織体制の確保 など 

収⽀バランス 

 劣化による影響度などのリスクを踏まえた優先順位に基づき，
耐震化や改築・更新を実施 
【対応案】 
・既存施設の廃⽌，統合（浄⽔場や⽔再⽣センターの統合など） 
・既存施設の性能の合理化（施設規模や⼝径を⼩さくするなど） 
・⻑寿命化の検討（施設はできるだけ⻑く使う） 
・耐震化の推進（すべての施設を強靭にする） 
・優先順位が低い事業の先送り，取りやめ など 

 

本⽇の論点                 

本市の対応⽅針 

収⽀ギャップが⽣じた場合，
その解消を図る 

・料⾦体系⾒直しの検討 
・⺠間のノウハウを活⽤ など 


